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〔問①〕記事の内容をふまえて、次の文章の（ ）の中にあてはまる語句を書いてく
ださい。

〇山元正夫さんは絵本の挿絵を描くために（ AI(人工知能) ）という最新のデジタル
技術を使用した。この絵本は、電子書籍サービスの（ Kindle ）でも購入することが
できる。

〇絵本は、６歳の( まさと )くんと５歳のゆめちゃんが( 妖精 )に導かれて郷
土料理について学ぶという内容になっている。

〇発売された絵本のテーマとなっている料理は、だんご汁、( やせうま )、地獄蒸し
料理、がめにの4品であり、今後登場する料理には国東の( おどろ )、杵築の( う
れしの )、佐伯の( くじゃく )などがある。

〔問②〕記事を読んで、（ ）の中に適切な言葉をそれぞれ①・②から選んでください。

記事の中で、企画者の立松さんは「小さい子どもや若い保護者に地域に伝わる食への関心
を高めてほしい」という（ ①事実・②意見 ）を述べています。一方で、立松さんが「教
え子の父親である山元さんに協力を依頼した」ことは、この活動に関する（ ①事実・②意
見 ）です。
立松さんは県内の郷土料理50品を紹介することを( ①目標・②予定 )としており、まず

は5月末までに新たに8冊を追加で販売する( ①目標・②予定 )となっています。

〔問③〕立松さんはなぜ、郷土料理を伝えるにあたって、言葉で教えるだけでなく「絵本」
という形にしたと思いますか。記事の内容から分かる理由と、あなたの考えを合わせて説明
する文章を書いてください。

小さな子どもや若い保護者に対して、「郷土料理は大切だ」と言葉だけで説明しても興味
を持ってもらうのは難しいが、絵本にして豊かな色彩や楽しいストーリー（物語）として届
けることで、子どもたちが五感（視覚）を使って直感的に料理に親しみ、自然と食への関心
を高められると考えたからです。
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